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近年、周波数変調原子間力顕微鏡(FM-AFM) による分子イメージングには飛躍的な進展があり、

低温環境や先端に分子を修飾した探針を用いることによって分子構造の可視化が可能となった[1]。

さらに最近、常温動作の報告もあり、その応用範囲は広がろうとしている[2] [3]。我々は、ガドリ

ニウム金属を内包したフラーレン(Gd@C82) 観察において、室温での分子内構造観察が可能なこと

を見いだし、現在、本観察手法の確立を目指している。本研究では、高分解能観察に有効とされ

ているバイモーダル AFM法を取り入れ、室温・超高真空下で Gd@C82 の FM-AFM観察を行った。 

まず、劈開した二硫化モリブテン(MoS2) 上にフラーレン(C60) 分子を蒸着し、C60 薄膜を作製し

た。この薄膜上に Gd@C82 分子を蒸着すると（基盤温度は室温）、薄膜表面上に分子の一部を突き

出す形で安定することがこれまでの研究で知られている。Fig.1にGd@C82 分子の分子構造を示す。

AFM 観察には、探針先端にアルゴンスパッタ処理を施した Si カンチレバー (PPP-NCH, 

Nanosensors
TM

) を用いた。この探針を用い、1 次共振と 2 次共振の合成励振信号によってカンチ

レバーを駆動するバイモーダル法により AFM 観察を高さ一定モードで行った。その結果を Fig.2

に示す。(a) が 1次共振、(b) が 2次共振での周波数シフト像である。1次共振では振幅 10nmp-p 、

2次共振では微小振幅 600pmp-p で振動させている。(a) 、(b) 2つの像を比較すると、2次共振では

5員環を明瞭に確認できるが、1次共振観察では確認が困難である。当日の発表では、観察像の振

幅依存性などについても議論したい。 

[1] L. Gross et al., Science, 325, 1110 (2009)  

[2] 岩田孝太他, 第 75回応用物理学会秋季学術講演会, 19a-A8-2  

[3] 野田晃浩他, 第 75回応用物理学会秋季学術講演会, 19p-A8-11 

 

第62回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2015 東海大学 湘南キャンパス)12p-P4-6 

© 2015年 応用物理学会 05-201


